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※手術・救急・学会などにより担当医が予告なく変更になることがあります。

題名「ハートの島（小芝島）」 撮影：一陽会クリニック　北森初男



近隣医療機関のご紹介 やまね眼科 （広島市佐伯区旭園）

「分かりやすい説明と丁寧な診察を心掛けています」
今回は佐伯区旭園にあります「やまね眼科」のご紹介です。
当院は平成29年11月に開院しました。生ま
れ育った佐伯区旭園で開業し、今年の11月で
３年になります。私は、広島大学病院で糖尿病
網膜症、網膜剥離、加齢黄斑変性など網膜硝子
体疾患の治療、手術に従事しておりました。現
在も、同じく網膜硝子体疾患を専門にしていま
す平田潤子副院長と網膜症硝子体手術、白内障
手術を中心に診療を行っています。ほとんどの
手術を日帰りで行っていますが、術後安静が必要な患者さまもおられ、入院
をご希望の患者さまは原田病院さんに術後の入院をお願いしております。昨
年も200人以上の患者さまの入院をお願いしました。網膜剥離手術は緊急で
行うこともあり、急な入院を受け入れて頂いており、大変感謝しております。
近隣の先生方からは糖尿病の眼底検査などで紹介頂き、また全身疾患のこ
とでは紹介させてもらい、多くの先生方に助けてもらいながら診療させて頂
いております。今後も地域医療に取り組んでまいりますので、よろしくお願
い致します。�
� やまね眼科 院長 山根 健腎臓リハビリテーション指導士

７月、原田病院・クリニック３施設すべての電子カルテを最新のシステム「MI・RA・Is／AZ」にバー
ジョンアップしました。

今回のシステム更新に合わせ、外来患者さん
の待ち時間対策の一環として、職員が患者ファ
イルを運搬していた従来の運用から、患者さん
に案内票を持って移動していただく運用に変更
いたました。
新しい運用の検討に際しては、電子カルテ導
入を担当していただいた株式会社サンネットさ
んから、他院への導入実績に基づく運用提案・
同行訪問等、さまざまな面でご協力いただきま
した。
運用変更の初期段階のため、患者さんにはご
負担をかけることもあるかと思いますが、これ
からも院内の様々な改善を進め、待ち時間の削
減など引き続きサービスの向上に努めてまいります。

腎臓リハビリテーション（以下：腎リハ）は透析患者さんを含む腎臓病患者さんを対
象とし、身体機能だけでなく、栄養状態や生命予後の向上、薬物管理、精神・心理的
サポートなどを目的としています。リハビリと聞くとリハビリ専門の療法士が行うも
のと思われるかもしれませんが、腎リハに関しては様々な専門職がチームとなり包括
的に行う事が必要になります。そのチームの中心的な役割を腎リハ指導士が担い、チー

ムが円滑に機能するための多職種間の橋渡し
的な役割が重要となります。
腎臓病患者さん、特に透析をされている方

はサルコペニア（筋肉減少症）を起こしやすく、また様々な併存疾患を
有していることが多いため、腎リハを行うこと
で日々の健康増進を図り、仮に病気・怪我で入
院したとしても身体機能の低下を最小限に食
い止め、早期退院が可能になることが期待され
ます。
腎リハに興味のある方は気軽にお声がけく

ださい。よろしくお願いいたします。
� リハビリテーション科　飯村 哲也

リハビリテーション科　飯村哲也　が
腎臓リハビリテーション指導士の資格を取得しました。

● 所　　在　　地　〒731-5133 広島市佐伯区旭園４-27
　 　　　　　　　　TEL:（082）923-1146 FAX:（082）923-4641
● 診　療　科　目　眼科
● 診　療　時　間　午前  9：00〜12：30
　 　　　　　　　　午後15：00〜18：00（火・木は手術日）
● 休　　診　　日　土曜日午後、日曜日、祝日
● 駐　　車　　場　26台

慢性腎臓病治療を受けられている患者さんと家族の方を対象に、医師・透析看護認定看護師・管理栄養士・
薬剤師が専門分野からお話をさせて頂きます。病気への理解を深め、日常生活での取り組みの糧とし、病
気の進行を遅らせることに繋げていただきたいと考えております。
また、日常的に起こる様々なことを質問頂き、心の不安の軽減になればとも考えております。
〇毎年８月と12月、年２回、各２日間の開催を予定しています。
開催場所：原田病院２階透析室（カンファレンス室）

【腎臓病教室】開催

国道2号線（宮島街道）

広電五日市
五日市

五日市駅前
保育園
セブンイレブン
広島五日市駅前店

一陽会
クリニック

グランホーム
あさひ

吉見園
郵便局

スパーク 
五日市駅前店マックスバリュ

エクスプレス 
藤垂園店

五日市
福屋

やまね眼科

電子カルテ更新 —外来受診の運用を変更しました—

リハビリテーション科
飯村 哲也

１日目
（第３水曜日）
15：00〜16：00

・腎臓の働きについて
・慢性腎臓病について 医師

・腎代替療法について 透析看護認定看護師

２日目
（第４水曜日）
15：00〜16：00

・腎臓病食について
・今後の治療食について 管理栄養士

・内服薬の重要性について
・�薬と上手に付き合うポイントについて 薬剤師

原田病院透析室
　統括科長 藤川 博
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　原田病院では、慢性腎不全（CKD）・透析患者さんを
対象に医師、看護師、臨床工学技士、管理栄養士、臨
床検査技師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー、放射
線技師が月に１度、それぞれ決まった日に透析教室を
開催しています。CKD、透析について各々の専門職員
が患者さんに知っておいて欲しいことや患者さんから
の質問に対してお話をしています。その中で薬剤師と
して私がお伝えしていることを簡単ですがお話しさせ
ていただきます。
　腎臓は血圧を上げるホルモンと下げるホルモンを出
しています。血圧が高くなると動脈が固くなり血液の
流れが悪くなることで腎臓の機能が下がってしまいま
す。また、反対に腎臓の働きが悪くなっても血圧のコントロールがうまくいかず血圧が高くな
ることがあります。多くの場合、血圧が高くても特別な症状が出てくることはありません。し
かし、血圧が高い状態を放っておくと腎臓・血管・心臓に負担がかかり、血管が固くなる・心
臓がうまく動かなくなるなど腎臓病・心臓病を引き起こします。このような病気を未然に防ぐ
ためにも、高血圧の予防および治療が大切になってきます。血圧が高い状態の時に飲むお薬を、
血圧を下げる薬・降圧薬・降圧剤といった言い方をします。

　血圧を下げる薬には利尿剤やアンギオテンシン受
容体拮抗薬、アンギオテンシン変換酵素阻害薬、カ
ルシウム拮抗薬、α遮断薬、β（αβ）遮断薬など多
くの種類があります。血圧が高い方には、これらの
薬の中からその方に合った薬を医師が選んで処方し
ます。降圧薬を飲んで血圧が下がればいいのですが、
腎臓の働きが下がってくると降圧薬を１種類だけ飲
んでも血圧が下がらない方もいます。その場合は他
の種類の薬を合わせて飲んでいただくことで血圧の
コントロールをしていきます。
　血圧が低いとふらつきや気分不良などを引き起こ
します。血圧が低い状態なのに降圧薬を飲んでしま
い、低血圧になることを防ぐためにも毎日同じ時間

に血圧を測定していくことも大切です。家では正常なのに、病院では高い値がでることを白衣
高血圧と呼び、白衣を見ることで緊張するといった精神的な要因が考えられています。自宅で
はリラックスして血圧を測ることができるため自宅で測定した血圧の数値が治療をしていく上
でとても参考になります。自宅で決まった時間に血圧測定をすることを意識していただくよう
にお伝えしています。具体的な血圧の目標ですが、上の血圧が130mmHg、下の血圧が80-90 
mmHg以下とお話ししています。特に上の血圧を意識して頂くようにお話ししています。高血
圧治療ガイドラインでは検査値や病状によって目標は変わってきます。過度に血圧を下げ過ぎ
ても低血圧症状が起きるため、まずは高いのであれば段階的に一定の数値まで下げる必要があ
ります。透析教室に来られる方の多くは降圧薬をすでに内服していることが多く、改めてご自
身が内服している血圧のお薬と具体的に目標の値
をお伝えすることで血圧についてもう一度考えて
頂きたいと思っております。体調が悪く薬が全部
飲めない時などは無理して胃薬やビタミン補充の
薬などを内服する必要はないと考えますが、血圧
が高い状態が続くことを避けるために内服出来る
のであれば降圧薬は飲んだ方がいいと私は考えて
います。もちろん、他に重要度の高い薬を飲んで
いる方もいらっしゃると思いますので、薬を飲む
のが困難な体調の時に最低でも飲む薬を一度考え
てみて下さい。もしわからない場合や難しい場合
はかかりつけ医師や薬剤師に相談されてみること
をおすすめいたします。
　錠剤やカプセル剤、散剤、貼り薬、点滴など薬には様々な形があります。その中で錠剤は最
も種類が多い形です。錠剤には一見他の薬と同じような見た目でも中身の構造が異なる物も存
在します。例としては血圧を下げるカルシウム拮抗薬のニフェジピンCR錠です。CRとは徐放
錠（controlled release）の略です。錠剤の中が２層になっており、薬の成分を早く出す層とゆっ
くり出す層に分けられていることで薬を長く効かせることが出来ます。このお薬は砕いたり、
粉にしてしまうと錠剤の状態よりも薬の放出が早くなりいつも以上に血圧が下がってしまう可
能性が高まります。このように薬によって見た目ではわからない特徴が存在しています。です
ので、錠剤の薬を飲む際にはかみ砕いたり、粉にしないように気をつけて白湯・水で飲んで下

さい。例外としては薬の中にはチュアブル錠と
呼ばれる、かみ砕いて飲むことが必要なお薬も
あります。期待されている薬の効果がいつもよ
り出てこないことや出過ぎてしまうことがあり
ますので、錠剤がのどに引っかかったりする方
は一度相談されてみることをおすすめいたしま
す。

透析教室で降圧薬と
薬についてお伝えしていること

原田病院 薬剤科
薬剤師 松岡 亮司



コラム

○�地域医療連携室の体制について教えて頂けますか？
（清水課長）　�当院は2018年４月１日に開院しました。開院当初から地

域医療連携室は設置され、業務の変遷や拡充により、現在
は総勢９名の職員が在籍しております。職種としては、看
護師２名、医療ソーシャルワーカー５名、作業療法士１名、
事務１名となっています。

○�開院から現在に至るまでの苦労話などを教えて頂けますか？
（井崎MSW）　�明確な方針と指示がトップから出されるので、とにかくそ

こに向かって突き進んできた感じです。かなりしんどかっ
たですが…。（笑）

（清水課長）　�立ち上げからですからね…。大変過ぎて、思い出すのもし
んどいくらい。（笑）�
地域の中で全くネットワークを持たないところから始まっ
たので…。地域の中で認知していただくまでが大変でした。
認知されていないうちは「「そんな知らない病院に紹介状は
書けない」とかかりつけの先生に言われました」と介護事
業所から困惑して電話があったこともあった。その後、地道に行ってきた連携という
実務を通して、当院の存在や機能について地域の医療機関や介護事業所等にご理解頂
いた経緯があります。そうしていく中、病院自体が、地域の中で求められる役割を知り、
お互いの理解が深まってきた。苦労して汗をかいてきた価値はあったと思っています。

○現在の状況について教えてください。
（佐々木MSW）　�最近では近隣のかかりつけの先生方からの紹介も多くなってきています。急性期病

院からの在宅退院支援を目的とした転院依頼も多いです。
（井崎MSW）　�医療依存度の高い患者さんのレスパイト入院も受け入れています。介護施設では対応

が難しいケースもあると思うのでお気軽にご相談ください。
（山光Ns）　�前方連携担当としては、「お待たせしない、フットワーク良く！」をモットーに調整したいと思います！
○今後に向けて一言お願いします！
（山光Ns）　�開院以降、スタッフ一丸となって地道に地域のケアマネジャーや病院、施設などを訪問させて頂き連携を深

めてきました。これまで地域のかかりつけの先生方や各事業所からの受診や入院などのニーズにこたえ、実
績を作ってきたことが現在の良好な関係を築くことにつながったと考えています。今後も誠意を持った対応
をしていくことを心がけていきたいと思います。

（清水課長）　�今後は退院された患者さんの生活を追って、自分たちの提供した支援が適切だったのか評価していくことが
出来ればと考えています。この２年間作り上げてきた道筋をさらに高めていく、そうすることで結果的に病
院運営にも貢献できるし、地域の人たちにも一つの社会インフラとして使ってもらえるようになるのではな
いかと思います。

○�地域連携業務に対する皆さんの熱い想いがすごく伝わってきました！�
本日はお忙しい中ありがとうございました！今後ともよろしくお願いいたします。

　当コーナーは、当院が医療連携をとっている病院の、主に連携担当者として活躍されている職員の方にスポッ
トを当ててご紹介させて頂くコーナーです。
　今回は、開院３年目の医療法人社団八千代会メリィホスピタルの地域医療連携室のご紹介です。
　清水課長、山光看護師、井崎MSW、佐々木MSWにお話を伺いました。

安心・安全・快適な施設が
長く継続されるよう努めています。

施設管理
主任　山田 敦宏

平成25年より管理本部・施設
管理で勤務をしています。前職、

建物総合管理の経験から
入職初日より諸先輩方か
らは修理・修繕作業を任
せてもらい、施設管理の
一員としてやって行ける
と強く感じ、現在に至っ
ています。自分の仕事に対
するモットーとして、依頼事項には素早く対応しスビード感を
持って問題の解決に努めるよう心掛けています。
現在、施設管理のスタッフは４名体制で、一陽会関連施設10

カ所の建物管理・保全をメインの業務とし、患者さんや職員、
協力会社の方々が気持ち良く利用して頂ける医療・介護施設に
なるよう日々努めていますが、原田病院の建物も竣工から15年
以上が経過し、修理・修繕箇所が増えてきている状況の中、安心・
安全・快適な施設・設備を長く継続していけるよう、日々努力
してまいります。今後ともみなさまからのご指導ご鞭撻、よろ
しくお願い致します。

健  康  レ  シ  ピ 鮭のちゃんちゃんホイル焼き

連携病院のご紹介 Vol.11
地域連携室 課長 佐々木 章

エネルギー：249Kcal／
たんぱく質：19.6g／塩分：1.0g

鮭ときのこは同じ時期に旬を迎え、秋の味覚として人気の食材、ホイル焼きは
具材の栄養やうまみ・香りを閉じ込めて作ることができる料理です。
鮭は消化・吸収の良いたんぱく質を多く含み、また、脂肪分には不飽和脂肪酸

であるDHA（ドコサヘキサエン酸）やEPA（エイコサペンタエン酸）が含まれて
います。DHAは脳の神経細胞系に含まれている脂質と同じであることから脳への
栄養成分とも言われています。EPAは中性脂肪を減らし血液をサラサラにする働
きがあり、動脈硬化や血栓の予防・改善に効果があると言われています。DHA・
EPAは魚類に多く含まれ体内で作ることができないため食品から摂る必要があり
ます。日々の食事に魚を取り入れてバランスよく食べるようにしましょう。

栄養士 大谷 梨乃

≪作り方≫

①混ぜ合わせた調味料Aに鮭を入れ20分以上漬けておく。
②野菜を切る。
　玉ねぎ…薄切り
　えのき、しめじ…石づきを切り落とし、手で食べやすい大きさに割く
　しいたけ…軸を切り落とし、薄くスライス
　人参…皮をむき、せん切り
　青ねぎ…小口切り
③�ホイルの真ん中に玉ねぎ、えのき、鮭（漬けタレも一緒に）、しめじ、
しいたけ、人参、バター、こしょうの順に重ねる。具材を乗せた真上
で奥と手前のアルミホイルを隙間のできないように合わせ、折り目を
付け閉じる。左右の口の開いている部分も内側に向かって折り目を付
け、閉じる。
④フライパンに③と水100㏄を入れて蓋をし、弱火で15分程度加熱する。
⑤お皿に盛り付ける。ホイルを開けて青ねぎを散らす。

≪材料（２人分）≫

生鮭	 ２切れ（１切80g程度×２）
　味噌	 大さじ１（16g）
　みりん	 小さじ１（６g）
　酒	 小さじ１（５g）
玉ねぎ	 中１/４個（40g）
えのき	 １/４パック（40g）
しいたけ	 中１枚（20g）
しめじ	 １/５パック（30g）
人参	 中１/４本（20g）
青ねぎ	 適量
バター	 １㎝正方形　２片（６g）
こしょう	 適量
アルミホイル	 30㎝程度　２枚

　介護付き有料老人ホーム グランホームあさひは、入居者さまの新しい「我が家」として、平成18年１月1日に旧原田
病院を改装し開設しました。令和元年10月からは法人移行し、「医療法人一陽会 グランホームあさひ」として新たなスター
トを切りました。
　当施設では近隣の医療機関と連携を図り、人工透析やインスリン管理など医療依存度の高い方も通院介助や訪問診療を
受けて入居しておられます。施設の５名の看護師は、夜間は毎日オンコール体制でスタンバイし、喀痰吸引資格を持った
16名の介護スタッフと共に安心した介護・医療の総合サービスが提供できる体制を整えております。
　入居者さまには温かくうるおいのある生活を送って頂く為、日々のレクリエーションの他にも、お花見、夏祭り、折り
鶴奉納、運動会、紅葉狩り、芋掘り、クリスマス会、広島ドリミネーション見学ツアー…等、四季の移ろいを感じて頂け
るような行事も企画しており、花と緑の癒しの館内も皆さまに喜んで頂いております。
　また、入居者さまお一人おひとりの夢や希望を叶えたいという「夢叶えプロジェクト」も企画しております。今までに、

カープ観戦、回転寿司やレストランでの外食、買物、お墓参り…といった皆さまの様々な
夢を叶えてきました。
　現在は新型コロナウイルス感染防止の為、ご家族の面会やレクリエーションも一部制限
をさせて頂いておりますが、今後も入居者さまに笑顔のたえない明るい人生を送って頂け
るよう、職員一丸となって真心を込めたお手伝いをさせて頂く所存です。
� グランホームあさひ 施設長 三上 夕子

グランホームあさひVol.6ケ ア 事 業 部 ト ピ ッ ク ス

医療法人社団八千代会
メリィホスピタル
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